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長い間お疲れさまでした
　平成５年の開館以来、約２８年にわたっておよそ９７万人の来館者に親しまれてきた「地球
回廊」が老朽化などにより、令和３年 3月末をもって閉館することになりました。
　「地球を考える」をテーマに４６億年の地球史を２４０メートルに凝縮した地球回廊。もう
一度ご家族で訪れてみてはいかがでしょう。　　　　　　　　　　　　　　【関連記事：P5】

議会報告に対するご意見をお寄せください。

テーマ１：瑞浪市の新型コロナ対策

テーマ２：新病院建設について

その他「市議会」や「議会ちゃんねる。」に対するご意見があればご記入ください。

※ご意見提出方法は、裏面をご覧ください。

●性別・・・　・男性　　・女性
●年代・・・　・～10代 ・20代 ・30代 ・40代 ・50代 ・60代 ・70代・80代・90代以上
●お住まい（地区）・・・瑞浪 ・土岐 ・稲津 ・釜戸 ・大湫 ・日吉 ・明世 ・陶

14、15ページの説明資料をご覧いただき、意見を書いてください。

（当てはまるところを〇で囲んでください。）

意見応募様式
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9月
定例会
会 期

9月1日から　　
　10月1日まで

　
9
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
所
管
の
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
一
部
に
つ
い
て
そ
の
審
査
の
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
本
会
議
で
採
決
を
し
ま
し

た
。

※

採
決
結
果
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

決算認定決算認定決算認定決算認定令和元年度一般会計令和元年度一般会計令和元年度一般会計令和元年度一般会計
　毎年 9月定例会では前年度に行った事業の決算について、議会が可決した予算に則っ
て「適正に事業が進められたか」や「お金の使い方に問題がなかったか」等の視点か
ら委員会で審査を行います。令和元年度の歳入歳出の決算額は以下のとおりです。

歳出

主な質疑

予算現額
支出済額（執行率）

170億752万円
160億7,811万円（94.5%）

市内創業の支援 マイナンバーカードの普及 不妊治療への支援

　　喫茶店やパン屋といった飲食店や
レンタカー事業など計７件に交付した。

　　支援補助金の交付先は。

創業を支援するために、「創業支援セミ
ナー」の開催や「新たな事業チャレンジ
支援補助金」の交付を行った。
決算額 2,368 万円
問

答
　　令和 4 年度末に 100％交付を達成
するよう普及啓発を進めているが本年
度の目標達成率は 14％であった。毎月
1000 枚を目標に設定しているが達成
は厳しい状況である。

　　執行率が低調であったが、マイナン
バーカードの普及は進んでいるか。

社会保障・税番号制度管理事業として、
マイナンバーカードの普及を図った。
決算額 933 万円。予算執行率は 58％だ
った。
問

答

　　今のところ助成率を上げることは
考えていない。

　　執行率が低い傾向が続いている。
不用額を治療費の助成のために活用す
ることで、より多くの方に利用いただけ
る制度になるのではないか。

一般及び特定不妊治療費の助成を行っ
た。一般不妊治療の助成件数は 20件、特
定不妊治療の助成件数は延べ 20 件で、
決算額は 340万円であった。
問

答
　　毎年報告書を提出頂くほか、商工会
議所と連携し経営指導を行っている。

　　交付後のフォローは行われているか。問

答

歳入 予算現額
収入済額（収入率）

170億752万円
167億1,853万円（98.3%）

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

消防費

その他

市税

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

地方消費税交付金

その他

47 億 9,150 万円
46億 1,885 万円（96.4%）

53億 280万円
53億 4,921 万円（100.9%）
32億 7,309 万円
32億 7,323 万円（100.0%）

21億 9,371 万円
20億 1,626 万円（91.9%）

14億 1,327 万円
12億 5,630 万円（88.9%）

12億 6,722 万円
12億 3,514 万円（97.5%）

6億 7,800 万円
6億 6,706 万円（98.4%）

28億 4,192 万円
27億 9,469 万円（98.3%）

19億 4,358 万円
18億 3,223 万円（94.3%）

16億 601万円
16億 578万円（100.0%）
15億 5,218 万円
11億 2,029 万円（72.2%）

13億 4,370 万円
12億 9,250 万円（96.2%）

9億 271万円
8億 8,758 万円（98.3%）

20億 2,593 万円
19億 2,619 万円（95.1%）

28億 7,942 万円
29億 2,134 万円（101.5%）

事業評価事業評価事業評価事業評価令和元年度決算
　議会では毎年実施された事業が「適正に実施されていたか」「改
善の余地がないか」等について評価する事業評価を実施していま
す。
　本年度は10事業について評価を行い、次年度以降、より良い事業
が実施されるよう、改善方針などの提案を行いました。ここでは５
件を抜粋して評価結果を紹介します。
※その他の事業含め詳細は市議会ホームページに掲載しています。

企業立地促進事業
B（65.0）

幅を持たせた誘致戦略を

評価

理由

提案

企業が確実かつ早急
に稼働し、雇用創出
が果たされるように
目標設定や事業フ
ローを見直すべき。

人口減少対策、過疎化対策としての目的も考慮する
必要がある。空き家や宅地など小スペースでも環境
整備によっては立地適地となりうる。幅を持たせた
誘致戦略の立案を。

運営への主体的な関与を

理由

提案

子どもの居場所確保、
子育て世代の就労、ひ
いては人口減少対策
や移住定住にも繋が
る事業として、必要不
可欠な事業である。

今後少子化が進む中で、運営を担う保護者の負担は
さらに増えていくものと思われる。運営団体の役員
のなり手の確保や育成、運営の在り方自体の改善も
念頭に置き、支援を実施されたい。

AEDを使用できる人材育成を

理由

提案

契約方式の変更に
よって予算の削減や
職員の負担軽減が果
たされており、効率
的かつ良好に事業が
実施されている。

AED 使用の実践的講習会などの開催を通じて使用
できる市民を増やしていくことや、AEDを使う場面
に居合わせる可能性の高い設置施設の職員等に対す
る救命講習受講の促進を図ることが必要である。

部署を超えた広報の実現を

理由

提案

広報紙面については表
彰歴もあり、高く評価
できる。紙媒体だけで
なく様々なツールとの
併用で発信を行ってい
く必要がある。

各課の管轄ごとに市報以外の広報紙、新聞、アプリ
などの情報発信媒体がある。情報発信を各担当課、
各担当者に押し付ける形でなく、全市的な広報広聴
の在り方の検討が必要である。

放課後児童クラブ支援事業
B（74.4）評価

AED設置管理事業
B（85.9）評価

広報広聴活動経費
B（73.8）評価

用悪水路河川改修事業
B（70.6）

要望に対応可能な予算措置を

評価

理由

提案

その他の事業

A
B
C
D
E

きわめて良好である（91～100点）

農業施設GIS システム整備事業 B（80.3）
公園維持管理経費 B（72.2）
部活動育成諸経費 B（66.9）
集落支援事業 B（69.7）
危険ブロック塀等撤去促進事業 B（70.0）

良好である（61～90点）
おおむね適正である（41～60点）
問題がある（11～40点）
かなり問題がある（0～10点）

防災、減災の観点か
ら公共性は高く、今
まで以上に注力すべ
き分野である。

要望に対して十分に対応できておらず、より多くの
要望に対応可能な予算措置を視野に入れ課題解消
に努めていく必要がある。また、要望へのスピー
ディーな対応が可能となるよう予算確保すること
も検討されたい。

5
10
15
20
25

実施
主体

必要性

効率性

成果

実施
主体

必要性

効率性

成果

実施
主体

必要性

効率性

成果

実施
主体

必要性

効率性

成果

実施
主体

必要性

効率性

成果

※詳細は市議会ホームページでご覧いただけます

評価書を市長に提出
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決算認定決算認定決算認定決算認定令和元年度一般会計令和元年度一般会計令和元年度一般会計令和元年度一般会計
　毎年 9月定例会では前年度に行った事業の決算について、議会が可決した予算に則っ
て「適正に事業が進められたか」や「お金の使い方に問題がなかったか」等の視点か
ら委員会で審査を行います。令和元年度の歳入歳出の決算額は以下のとおりです。

歳出

主な質疑

予算現額
支出済額（執行率）

170億752万円
160億7,811万円（94.5%）

市内創業の支援 マイナンバーカードの普及 不妊治療への支援

　　喫茶店やパン屋といった飲食店や
レンタカー事業など計７件に交付した。

　　支援補助金の交付先は。

創業を支援するために、「創業支援セミ
ナー」の開催や「新たな事業チャレンジ
支援補助金」の交付を行った。
決算額 2,368 万円
問

答
　　令和 4 年度末に 100％交付を達成
するよう普及啓発を進めているが本年
度の目標達成率は 14％であった。毎月
1000 枚を目標に設定しているが達成
は厳しい状況である。

　　執行率が低調であったが、マイナン
バーカードの普及は進んでいるか。

社会保障・税番号制度管理事業として、
マイナンバーカードの普及を図った。
決算額 933 万円。予算執行率は 58％だ
った。
問

答

　　今のところ助成率を上げることは
考えていない。

　　執行率が低い傾向が続いている。
不用額を治療費の助成のために活用す
ることで、より多くの方に利用いただけ
る制度になるのではないか。

一般及び特定不妊治療費の助成を行っ
た。一般不妊治療の助成件数は 20件、特
定不妊治療の助成件数は延べ 20 件で、
決算額は 340万円であった。
問

答
　　毎年報告書を提出頂くほか、商工会
議所と連携し経営指導を行っている。

　　交付後のフォローは行われているか。問

答

歳入 予算現額
収入済額（収入率）

170億752万円
167億1,853万円（98.3%）

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

消防費

その他

市税

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

地方消費税交付金

その他

47 億 9,150 万円
46億 1,885 万円（96.4%）

53億 280万円
53億 4,921 万円（100.9%）
32億 7,309 万円
32億 7,323 万円（100.0%）

21億 9,371 万円
20億 1,626 万円（91.9%）

14億 1,327 万円
12億 5,630 万円（88.9%）

12億 6,722 万円
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8億 8,758 万円（98.3%）
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29億 2,134 万円（101.5%）
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善の余地がないか」等について評価する事業評価を実施していま
す。
　本年度は10事業について評価を行い、次年度以降、より良い事業
が実施されるよう、改善方針などの提案を行いました。ここでは５
件を抜粋して評価結果を紹介します。
※その他の事業含め詳細は市議会ホームページに掲載しています。
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たされており、効率
的かつ良好に事業が
実施されている。
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※詳細は市議会ホームページでご覧いただけます

評価書を市長に提出
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令和元年度

令和2年度

経済建設委員会

・発議第３号　防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策事業の期間延長を求める意見書の提出について

防災・減災対策の継続的実施のために議会から国へ要望

〇説明
　豪雨災害などにより市民生活に大きな影響が出るなかで、予防
措置としての防災・減災対策を今後も実施していくにあたり十分
な予算を確保する必要性がある。
　また、激甚化する災害に対応するためには、国土強靱化地域計
画を推進し、必要な予算を確保することで継続的に事業に取り組
むことが重要となる。
　そこで、令和２年度までの限定的な措置である「防災・減災、
国土強靭化のための３か年緊急対策事業」の期間延長を議会とし
て強く国に要望する。

・議題 80号　市道路線の変更について　・議題 8１号　市道路線の認定について　・議題 82号　市道路線の認定について

議第７５号　瑞浪市地球回廊の設置及び管理に関する条例を廃止する等の条例の制定について

ルートが変わる東濃用水道2号線

〇説明
　土岐町名滝地内の国道19号瑞浪恵那道路建設工事に伴い現在の滝沢川を
通過する東濃用水道2号線を新たに架けられる滝沢川橋を経由するルートに
一部変更する。同時に現橋部分のみ市道から外れることとなり通行ができ
なくなるが、図のように両方向から橋脚部までは引き続き市道として利用
できる。
　　新たに認定する久古田線と小渕線との間が中抜けとなるが、その区間
の管理はどうなるのか。
　　中抜けとなる現橋部分は、東濃広域水道と市道での共同管理をしてい
たが、この度の市道路線の変更により市道でなくなる。しかし現橋梁には、
　東濃用水の管が残ることから、東濃広域水道の管理となる。

問

答

総務民生文教委員会

新設された滝沢川橋

地球回廊の閉館

〇説明
　国のふるさと創生事業交付金を受けて平成5年に開館した地球回
廊が老朽化し、今年度をもって閉館することについて審査をした。
　　一部の展示物が古いこと、また現在の学術的な知見と異なる
ものが存在していることが閉館の理由の一つとなっているが、他
の文化施設にも同様のことが言えるのではないか。
　　地球回廊以外の施設ではそれぞれ学芸員が確認を行い、展示
物を管理しているので、そのような心配はない。

問

答

閉館する地球回廊

土岐川の浚渫工事（水害対策）

7月豪雨により崩落した市道

一般会計補正予算の審査一般会計補正予算の審査

各会計の決算状況各会計の決算状況

問

答

市独自の給付金
子ども未来応援給付事業

2,606万円

　　支給額は子ども一人につき
10万円で、給付対象となる子
どもは250名を想定している。
申請期限は令和3年4月30日。

瑞浪市独自の取り組みとして、家
計支援を目的に、国の特別給付金
の基準日（令和2年4月27日）を
過ぎて出生した子を対象に「瑞浪
子ども未来応援金」を支給する。

　　支給額と対象者は？

7月豪雨による
災害復旧対応

災害関連地域防災
がけ崩れ対策事業

　　　　　　など4事業
総額 4億5,000万円

令和２年７月豪雨により発生した、
・道路災害（７カ所）
・河川災害（７カ所）
・農地（７カ所）
・農業用施設（１４カ所）
・稲津小学校の法面崩壊
・釜戸町地内のがけ崩れ
の復旧工事を行うための予算。

問

答

商品券第2弾
商品券発行事業
2億1,220万円

　　「みずなみ応援券」が市内
事業者のもとに迅速に資金が届
くように設計したのに対し、今
回は還元率を50％に上げ、加
盟店ならどこでも使えるように
することで市民の消費喚起を促
す。

新型コロナウイルス感染症拡大に
かかる経済対策として、瑞浪市内
の事業所または店舗での消費を促
す、プレミアム付商品券を発行す
る。
プレミアム率は５０％。

　　先に発行した「みずなみ応
援券」との違いはどのようか。

　予算決算委員会で審査を行っ
た補正予算のうち、一般会計に
ついて、計11億760万円の補
正予算を可決しました。
　その他、豪雨対策のため専決
処分された補正予算1億3,860
万円を承認しました。

　各会計の決算は右表のとお
りでした。

　介護サービス事業特別会計
は地域包括支援センターの委
託に伴い、令和元年度をもっ
て閉鎖しました。

　公営企業会計では資本的収
支の差引額がマイナスになっ
ていますが、現金支出を伴わ
ない減価償却費等により、不
足額が補填されています。

167億1,853万円一般会計

特
別
会
計

公営
企業
会計

水
道
下
水
道

160億7,811万円 6億4,042万円
歳入 歳出 差引

4億9,4842万円 4億8,594万円 890万円

36億6,185万円 36億2,738万円 3,447万円

34億5,439万円 34億1,601万円 3,838万円

4,666万円 4,393万円 273万円

506万円

後期高齢者
医療
国民

健康保険

介護保険

駐車場

介護
サービス 506万円 0

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

11億1,603万円
1億3,044万円
11億3,619万円
3億6,866万円

10億9,175万円
4億2,474万円
11億2,786万円
7億　736万円

2,428万円
-2億9,430万円
833万円

-3億3,870万円
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令和元年度

令和2年度

経済建設委員会
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画を推進し、必要な予算を確保することで継続的に事業に取り組
むことが重要となる。
　そこで、令和２年度までの限定的な措置である「防災・減災、
国土強靭化のための３か年緊急対策事業」の期間延長を議会とし
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・議題 80号　市道路線の変更について　・議題 8１号　市道路線の認定について　・議題 82号　市道路線の認定について

議第７５号　瑞浪市地球回廊の設置及び管理に関する条例を廃止する等の条例の制定について
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援券」との違いはどのようか。
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ついて、計11億760万円の補
正予算を可決しました。
　その他、豪雨対策のため専決
処分された補正予算1億3,860
万円を承認しました。

　各会計の決算は右表のとお
りでした。

　介護サービス事業特別会計
は地域包括支援センターの委
託に伴い、令和元年度をもっ
て閉鎖しました。

　公営企業会計では資本的収
支の差引額がマイナスになっ
ていますが、現金支出を伴わ
ない減価償却費等により、不
足額が補填されています。
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給
食
の
食
材
に
、
瑞
浪

ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
等
、
市
の
特
産

品
の
利
用
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　「
食
育
基
本
法
」
に
は
、
学

校
・
保
育
所
に
お
け
る
食
育
の

取
り
組
み
の
一
つ
に
、「
地
産

地
消
の
推
進
」
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
可

能
な
範
囲
で
地
元
産
の
旬
の
野

菜
な
ど
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

食
文
化
の
側
面
か
ら
も
、
五
平

外
国
人
向
け

　
　
　
　 

ご
み
の
出
し
方
の
周
知
は

　
　
外
国
人
へ
の
ご
み
の
出
し

方
等
の
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
外
国
人
向
け
と
し
て
は
、

ご
み
の
区
分
け
や
注
意
事
項
を

ま
と
め
た
簡
易
的
な
案
内
文
書

を
英
語
と
中
国
語
に
よ
り
作
成

し
て
、
希
望
者
に
配
布
し
て
い

る
。
ま
た
、
家
庭
ご
み
に
関
す

る
情
報
提
供
手
段
と
し
て
、
ご

み
の
収
集
日
の
通
知
機
能
と
便

利
帳
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で

確
認
で
き
る
機
能
を
持
っ
た
ア

プ
リ
「
さ
ん
あ
ー
る
」
を
本
年

7
月
か
ら
導
入
し
て
い
る
。
こ

の
ア
プ
リ
に
翻
訳
機
能
を
持
た

せ
、
英
語
・
中
国
語
・
ポ
ル
ト

　
　
各
地
区
の
課
題
解
消
と
自

立
し
た
地
域
組
織
の
確
立
と
い

う
事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
地
区
で
必
要
と
さ
れ
る
事

務
の
支
援
と
い
う
事
業
目
標
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
地
域
の
課
題
解
消
や
活
性

化
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
が
行
う

事
業
を
集
落
支
援
員
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
地
区
も
あ

る
。
ま
た
、
地
域
か
ら
は
さ
ら

に
一
歩
進
ん
だ
役
割
を
期
待
す

る
声
が
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
集
落
支
援
事

業
の
事
業
目
的
に
繋
が
る
こ
と

で
あ
り
、
集
落
支
援
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ
な
い
。

　
今
後
も
、
情
報
交
換
や
各
種

研
修
等
へ
の
参
加
を
進
め
、
各

地
区
の
要
求
す
る
人
材
を
目
指

し
な
が
ら
事
業
を
継
続
し
て
い

く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
の

　
　
　
　
　
　
　 
費
用
負
担
軽
減
を

　
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤

去
す
る
際
に
、
補
助
要
綱
の
１

㎡
あ
た
り
に
乗
ず
る
金
額
を
増

額
し
、
所
有
者
の
費
用
負
担
を

軽
減
し
て
は
ど
う
か
。
　
　
　

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
個
人
の
資

産
で
あ
り
、
適
切
な
維
持
管
理

は
所
有
者
の
責
務
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
増
額
の
予
定
は
な
い
。

　
撤
去
促
進
の
た
め
、
昨
年
度

に
高
さ
60
㎝
ま
で
残
す
撤
去
工

事
も
対
象
と
し
た
こ
と
で
、
申

請
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
一
方
、
小
学
校
周
辺
の
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
が
進
ん
で

い
な
い
た
め
、
引
き
続
き
制
度

の
周
知
を
強
化
し
、
撤
去
を
進

め
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
た
め
の

　
　
　 

安
全
・
安
心
対
策
は
早
急
に

問答 問答幼
児
園
の
給
食
に
特
産
品
を

ガ
ル
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
の
4
か

国
語
で
対
応
で
き
る
よ
う
調
整

を
行
っ
て
お
り
、
年
内
に
は
導

入
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

【
経
済
部
次
長
】

撤去前の危険ブロック塀

餅
な
ど
郷
土
に
ち
な
ん
だ
給
食

の
提
供
に
も
努
め
て
い
る
。
今

後
も
給
食
を
と
お
し
て
、
健
や

か
な
身
体
づ
く
り
と
、
楽
し
く

食
事
を
す
る
中
で
の
「
食
」
へ

の
興
味
や
関
心
を
持
た
せ
る
こ

と
を
優
先
に
考
え
、
コ
ス
ト
面

を
考
慮
し
つ
つ
、
瑞
浪
ボ
ー
ノ

ポ
ー
ク
な
ど
市
の
特
産
品
に
つ

い
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
民
生
部
長
】

三輪田幸泰（新政クラブ）

市政一般質問
榛 葉 利 広（公明党）
　・「新しい生活様式」に向けた諸施策の具体化について
　・地方創生臨時交付金の活用について
柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　・河川事業だけに頼らない治水対策について
　・コロナ禍における市民活動への支援について
柴 田 増 三（創政みずなみ）
　・ふるさと納税の推進と地域活性化への取り組みについて
　・キャッシュレス化に対応した行政の取り組みについて
　・予算説明書の概要について
　・市長の情報発信について
加 藤 輔 之（新政クラブ）
　・新型コロナ関連対策費の増大による今後の財政見通しに
　　ついて
　・コロナ禍における市内経済状況について
棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・瑞浪市観光協会について
樋 田 翔 太（創政みずなみ）
　・本市の機構改革について
　・本市の情報発信について

小木曽光佐子（創政みずなみ）
　 ・一人暮らし高齢者の見守りについて
　・みずなみ応援券について
三輪田 幸泰（新政クラブ）
　 ・外国人への情報提供について
　 ・幼児園の給食調理について
奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・危険ブロック塀等撤去促進事業について　
　・集落支援事業について
渡 邉 康 弘（新政クラブ）
　・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について
　・ICT などの先端技術を活用した新たな取り組みについて
山 下 千 尋（新政クラブ）
　・新型コロナとの長期戦に備えた事業者支援について
　・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について
　 ・企業立地促進事業の現状について
熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・事業促進や課題対応のための組織合理化について
辻 　 正 之（新政クラブ）
　・ネットワーク型コンパクトシティについて
　・森林経営管理制度について

市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
９月定例会では 13 人の議員が 27 の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

問答 問答集
落
支
援
員
制
度
の
見
直
し
を

小木曽光佐子（創政みずなみ）

　
　
み
ず
な
み
応
援
券
の
販
売

状
況
は
予
定
枚
数
の
30
％
に
満

た
な
い
が
、
経
済
効
果
は
ど
の

よ
う
か
。

　
　
販
売
期
間
は
9
月
30
日
ま

で
で
あ
っ
た
が
、
利
用
期
間
の

終
了
は
12
月
末
ま
で
で
あ
る
。

最
終
的
な
集
計
を
見
て
評
価
し

た
い
と
思
う
が
、
全
体
と
し
て

の
経
済
効
果
は
、
今
ま
で
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と
少
な
く

と
も
同
等
、
も
し
く
は
そ
れ
以

上
の
効
果
が
上
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。
第
2
弾
の
商
品

み
ず
な
み
応
援
券
の

　
　
　
　 

経
済
効
果
を
検
証
す
べ
き

　
　
増
え
続
け
る
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
に
対
し
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
な
り
手
不
足
な
ど
が

予
測
さ
れ
る
が
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
高
齢
者
が
安
全
・
安
心
に

暮
ら
す
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

異
常
を
知
ら
せ
る
サ
イ
ン
を
確

実
に
受
け
取
る
こ
と
で
、
多
く

の
市
民
や
団
体
と
連
携
し
た
見

守
り
に
努
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
市
の
高
齢
化
率

は
国
や
県
に
比
べ
高
い
状
況
で

あ
り
、
見
守
り
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
、
地
域
の
見
守
り
と

I
C
T
を
活
用
し
た
見
守
り
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
導
入
に
は
モ
デ
ル

地
区
に
よ
る
検
証
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
、
で
き
れ
ば
来
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　【
市
長
】

問答 問答

券
発
行
事
業
を
予
定
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
大
き
な
効
果
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
、
今
回
の
応
援

券
事
業
を
検
証
し
進
め
て
い
く
。

【
市
長
】

奥村一仁（創政みずなみ）

使用期限迫る
「みずなみ応援券」

「さんあーる」のトップ画面
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給
食
の
食
材
に
、
瑞
浪

ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
等
、
市
の
特
産

品
の
利
用
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　「
食
育
基
本
法
」
に
は
、
学

校
・
保
育
所
に
お
け
る
食
育
の

取
り
組
み
の
一
つ
に
、「
地
産

地
消
の
推
進
」
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
可

能
な
範
囲
で
地
元
産
の
旬
の
野

菜
な
ど
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

食
文
化
の
側
面
か
ら
も
、
五
平

外
国
人
向
け

　
　
　
　 

ご
み
の
出
し
方
の
周
知
は

　
　
外
国
人
へ
の
ご
み
の
出
し

方
等
の
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
外
国
人
向
け
と
し
て
は
、

ご
み
の
区
分
け
や
注
意
事
項
を

ま
と
め
た
簡
易
的
な
案
内
文
書

を
英
語
と
中
国
語
に
よ
り
作
成

し
て
、
希
望
者
に
配
布
し
て
い

る
。
ま
た
、
家
庭
ご
み
に
関
す

る
情
報
提
供
手
段
と
し
て
、
ご

み
の
収
集
日
の
通
知
機
能
と
便

利
帳
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で

確
認
で
き
る
機
能
を
持
っ
た
ア

プ
リ
「
さ
ん
あ
ー
る
」
を
本
年

7
月
か
ら
導
入
し
て
い
る
。
こ

の
ア
プ
リ
に
翻
訳
機
能
を
持
た

せ
、
英
語
・
中
国
語
・
ポ
ル
ト

　
　
各
地
区
の
課
題
解
消
と
自

立
し
た
地
域
組
織
の
確
立
と
い

う
事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
地
区
で
必
要
と
さ
れ
る
事

務
の
支
援
と
い
う
事
業
目
標
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
地
域
の
課
題
解
消
や
活
性

化
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
組
織
が
行
う

事
業
を
集
落
支
援
員
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
地
区
も
あ

る
。
ま
た
、
地
域
か
ら
は
さ
ら

に
一
歩
進
ん
だ
役
割
を
期
待
す

る
声
が
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
集
落
支
援
事

業
の
事
業
目
的
に
繋
が
る
こ
と

で
あ
り
、
集
落
支
援
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ
な
い
。

　
今
後
も
、
情
報
交
換
や
各
種

研
修
等
へ
の
参
加
を
進
め
、
各

地
区
の
要
求
す
る
人
材
を
目
指

し
な
が
ら
事
業
を
継
続
し
て
い

く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
の

　
　
　
　
　
　
　 

費
用
負
担
軽
減
を

　
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤

去
す
る
際
に
、
補
助
要
綱
の
１

㎡
あ
た
り
に
乗
ず
る
金
額
を
増

額
し
、
所
有
者
の
費
用
負
担
を

軽
減
し
て
は
ど
う
か
。
　
　
　

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
個
人
の
資

産
で
あ
り
、
適
切
な
維
持
管
理

は
所
有
者
の
責
務
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
増
額
の
予
定
は
な
い
。

　
撤
去
促
進
の
た
め
、
昨
年
度

に
高
さ
60
㎝
ま
で
残
す
撤
去
工

事
も
対
象
と
し
た
こ
と
で
、
申

請
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
一
方
、
小
学
校
周
辺
の
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
が
進
ん
で

い
な
い
た
め
、
引
き
続
き
制
度

の
周
知
を
強
化
し
、
撤
去
を
進

め
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
た
め
の

　
　
　 

安
全
・
安
心
対
策
は
早
急
に

問答 問答幼
児
園
の
給
食
に
特
産
品
を

ガ
ル
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
の
4
か

国
語
で
対
応
で
き
る
よ
う
調
整

を
行
っ
て
お
り
、
年
内
に
は
導

入
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

【
経
済
部
次
長
】

撤去前の危険ブロック塀

餅
な
ど
郷
土
に
ち
な
ん
だ
給
食

の
提
供
に
も
努
め
て
い
る
。
今

後
も
給
食
を
と
お
し
て
、
健
や

か
な
身
体
づ
く
り
と
、
楽
し
く

食
事
を
す
る
中
で
の
「
食
」
へ

の
興
味
や
関
心
を
持
た
せ
る
こ

と
を
優
先
に
考
え
、
コ
ス
ト
面

を
考
慮
し
つ
つ
、
瑞
浪
ボ
ー
ノ

ポ
ー
ク
な
ど
市
の
特
産
品
に
つ

い
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
民
生
部
長
】

三輪田幸泰（新政クラブ）

市政一般質問
榛 葉 利 広（公明党）
　・「新しい生活様式」に向けた諸施策の具体化について
　・地方創生臨時交付金の活用について
柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　・河川事業だけに頼らない治水対策について
　・コロナ禍における市民活動への支援について
柴 田 増 三（創政みずなみ）
　・ふるさと納税の推進と地域活性化への取り組みについて
　・キャッシュレス化に対応した行政の取り組みについて
　・予算説明書の概要について
　・市長の情報発信について
加 藤 輔 之（新政クラブ）
　・新型コロナ関連対策費の増大による今後の財政見通しに
　　ついて
　・コロナ禍における市内経済状況について
棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・瑞浪市観光協会について
樋 田 翔 太（創政みずなみ）
　・本市の機構改革について
　・本市の情報発信について

小木曽光佐子（創政みずなみ）
　 ・一人暮らし高齢者の見守りについて
　・みずなみ応援券について
三輪田 幸泰（新政クラブ）
　 ・外国人への情報提供について
　 ・幼児園の給食調理について
奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・危険ブロック塀等撤去促進事業について　
　・集落支援事業について
渡 邉 康 弘（新政クラブ）
　・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について
　・ICT などの先端技術を活用した新たな取り組みについて
山 下 千 尋（新政クラブ）
　・新型コロナとの長期戦に備えた事業者支援について
　・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について
　 ・企業立地促進事業の現状について
熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・事業促進や課題対応のための組織合理化について
辻 　 正 之（新政クラブ）
　・ネットワーク型コンパクトシティについて
　・森林経営管理制度について

市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
９月定例会では 13 人の議員が 27 の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

問答 問答集
落
支
援
員
制
度
の
見
直
し
を

小木曽光佐子（創政みずなみ）

　
　
み
ず
な
み
応
援
券
の
販
売

状
況
は
予
定
枚
数
の
30
％
に
満

た
な
い
が
、
経
済
効
果
は
ど
の

よ
う
か
。

　
　
販
売
期
間
は
9
月
30
日
ま

で
で
あ
っ
た
が
、
利
用
期
間
の

終
了
は
12
月
末
ま
で
で
あ
る
。

最
終
的
な
集
計
を
見
て
評
価
し

た
い
と
思
う
が
、
全
体
と
し
て

の
経
済
効
果
は
、
今
ま
で
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と
少
な
く

と
も
同
等
、
も
し
く
は
そ
れ
以

上
の
効
果
が
上
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。
第
2
弾
の
商
品

み
ず
な
み
応
援
券
の

　
　
　
　 

経
済
効
果
を
検
証
す
べ
き

　
　
増
え
続
け
る
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
に
対
し
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
な
り
手
不
足
な
ど
が

予
測
さ
れ
る
が
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
高
齢
者
が
安
全
・
安
心
に

暮
ら
す
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

異
常
を
知
ら
せ
る
サ
イ
ン
を
確

実
に
受
け
取
る
こ
と
で
、
多
く

の
市
民
や
団
体
と
連
携
し
た
見

守
り
に
努
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
市
の
高
齢
化
率

は
国
や
県
に
比
べ
高
い
状
況
で

あ
り
、
見
守
り
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
、
地
域
の
見
守
り
と

I
C
T
を
活
用
し
た
見
守
り
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
導
入
に
は
モ
デ
ル

地
区
に
よ
る
検
証
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
、
で
き
れ
ば
来
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　【
市
長
】

問答 問答

券
発
行
事
業
を
予
定
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
大
き
な
効
果
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
、
今
回
の
応
援

券
事
業
を
検
証
し
進
め
て
い
く
。

【
市
長
】

奥村一仁（創政みずなみ）

使用期限迫る
「みずなみ応援券」

「さんあーる」のトップ画面
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旧
釜
戸
中
学
校
跡
地
の

　
　
　
　
　
　
活
用
状
況
は

　
　
旧
釜
戸
中
学
校
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
地
元
雇
用

の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
雇
用
創
出
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
旧
釜
戸
中
学
校
跡
地
は
令

和
元
年
7
月
に
司
企
業
株
式
会

社
に
売
却
し
、
本
年
9
月
初
旬

か
ら
事
業
所
が
開
設
さ
れ
て
い

る
。
事
業
所
で
は
所
長
以
外
は

新
規
雇
用
を
予
定
し
て
お
り
10

名
程
度
の
雇
用
創
出
見
込
み
で

あ
る
。

　
事
業
所
の
開
設
に
当
た
っ
て

は
地
域
及
び
企
業
側
か
ら
信
号

機
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
た

が
、
設
置
で
き
な
い
と
警
察
の

判
断
が
あ
っ
た
。

【
経
済
部
長
】

　
　
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基

づ
い
て
意
向
調
査
を
行
う
モ
デ

ル
地
区
は
ど
こ
か
。

　
　
対
象
と
な
る
森
林
は
①
私

有
林
②
人
工
林
③
森
林
経
営
計

画
が
樹
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

④
過
去
に
間
伐
を
行
っ
て
い
な

い
こ
と
、
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
森
林
で
、
こ
れ
ら
の
条
件

で
抽
出
す
る
と
、
本
市
に
は
約

　
　
中
心
都
市
の
空
洞
化
を
防

ぐ
対
策
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
現
在
策
定
中
の
立
地
適
正

化
計
画
に
基
づ
い
て
、
持
続
可

能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

　
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
の
瑞

浪
駅
周
辺
再
開
発
事
業
、
居
住

誘
導
区
域
内
の
生
活
環
境
向
上

の
た
め
の
道
路
・
公
園
の
整
備

等
を
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
取
り
組
む
。
ま
た
適
切

に
立
地
を
誘
導
す
る
た
め
、
届

け
出
制
度
を
設
け
、
居
住
誘
導

区
域
外
に
お
け
る
一
定
規
模
以

上
の
住
宅
開
発
等
や
、
都
市
機

能
誘
導
区
域
外
の
施
設
の
整
備

の
動
き
を
把
握
し
て
事
業
者
に

問答 問答

　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、

観
光
案
内
、
地
域
課
題
の
解
消
、

緊
急
情
報
の
発
信
な
ど
様
々
な

状
況
に
利
用
で
き
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、
各
種
メ
ル

マ
ガ
及
び
S
N
S
な
ど
、
住
民

が
必
要
と
す
る
全
て
の
情
報
を

1
つ
に
ま
と
め
、
利
用
者
が
希

望
す
る
情
報
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
住
民
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
や
情
報
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ

を
導
入
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
住
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

役
割
を
担
う
と
考
え
る
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
加
え
、

利
用
者
に
分
か
り
や
す
い
情
報

切
れ
目
な
い
高
齢
者
支
援
の
実
現

新
し
い
時
代
の
情
報
提
供

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進

森
林
経
営
管
理
制
度
モ
デ
ル
地
区

　
　
高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な

課
題
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か

な
支
援
を
継
続
的
に
実
施
す
る

た
め
に
は
、
介
護
保
険
の
地
域

支
援
事
業
と
国
民
健
康
保
険
の

保
健
事
業
の
一
体
的
な
実
施
に

向
け
て
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。

　
令
和
３
年
４
月
の
実
施
に
向

け
て
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
等
を
い
か
に
活
用
し
て
事

業
を
進
め
て
い
く
予
定
か
。

　
　
被
保
険
者
ご
と
の
医
療
レ

セ
プ
ト
、
介
護
レ
セ
プ
ト
及
び

健
診
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
て
、

医
療
・
介
護
双
方
の
視
点
か
ら

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
生

活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
、
通

い
の
場
（
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

の
場
・
集
い
）
に
お
け
る
フ
レ

イ
ル
（
心
身
の
虚
弱
状
態
）
予

防
な
ど
に
繋
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
他
の
市
町
村
の
統
計

情
報
デ
ー
タ
と
比
較
・
分
析
す

る
こ
と
で
、
瑞
浪
市
の
特
性
を

明
ら
か
に
し
て
事
業
計
画
に
役

立
て
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

計
画
の
主
旨
や
方
針
の
説
明
を

行
う
。

　
中
心
市
街
地
で
の
人
口
密
度

を
あ
る
程
度
維
持
し
な
が
ら
、

公
共
交
通
の
維
持
や
幹
線
道
路

の
整
備
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
暮

ら
し
も
維
持
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
段
階
的
に
目
指
し
て
い
く
。

【
建
設
部
長
】

地域を繋ぐコミュニティバス

２
，
０
０
０
ha
の
対
象
森
林
が

存
在
す
る
。
今
年
度
は
、
対
象

森
林
の
う
ち
、
地
籍
調
査
が
既

に
完
了
し
て
お
り
、
境
界
の
確

認
が
容
易
で
、
か
つ
ま
と
ま
っ

て
い
る
日
吉
町
田
高
戸
地
区

（
約
１
０
０
筆
・
約
４
０
ha
）

を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
意
向
調

査
を
行
う
。

【
経
済
部
長
】

辻　正之（新政クラブ） 山下千尋（新政クラブ）

熊谷 隆男（新政クラブ）

問答 問答

発
信
ツ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
支
援

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第

2
波
の
収
ま
り
な
ど
を
受
け
て
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
等
の
規
制
緩
和

が
進
ん
で
い
る
が
、
個
人
消
費

の
回
復
は
未
だ
低
調
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
と
の
長
期
戦
に
向
け
た

事
業
者
支
援
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
か
。

　
　
感
染
症
拡
大
防
止
に
取
り

組
む
事
業
者
を
金
銭
的
に
支
援

す
る
ほ
か
、
対
策
を
講
じ
て
い

る
事
業
所
名
を
広
く
市
民
に
周

知
し
、
安
心
で
き
る
店
舗
利
用

を
促
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
旅
館
、
宿
泊
業
を
営

む
事
業
者
に
対
し
て
は
、
国
の

「
観
光
戦
略
実
行
推
進
会
議
」

で
も
提
言
さ
れ
て
い
る
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
つ
い
て
、

今
後
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が

ら
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。
窯
業
界
に
対
し
て
は
、
窯

業
技
術
研
究
所
の
手
数
料
を
半

額
に
減
免
し
研
究
開
発
を
後
押

し
す
る
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

　
　
国
で
デ
ジ
タ
ル
庁
が
設
置

さ
れ
る
が
、
本
市
も
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
の
た
め

の
組
織
見
直
し
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
国
に
お
い
て
、
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
、
国
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
一
元
的
に
担
う

「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
の
設
置
を
予

防
災
対
応
と
し
て

 

農
林
課
施
設
整
備
業
務
を
建
設
部
へ

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
に
合
わ
せ
て

　
　
　 

本
市
も
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を

　
　
豪
雨
災
害
等
の
対
応
を
的

確
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
即

応
す
る
た
め
に
、
経
済
部
農
林

課
の
施
設
整
備
に
関
す
る
業
務

を
建
設
部
に
移
管
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
農
林
課
の
事
務
分
掌
の
う

ち
、
ほ
場
整
備
、
た
め
池
・
用

水
路
の
整
備
、
施
設
の
長
寿
命

化
な
ど
の
施
設
整
備
に
関
す
る

業
務
は
、
担
い
手
の
育
成
と

い
っ
た
農
林
畜
産
業
の
振
興
と

密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
よ
う

な
災
害
時
に
は
、
建
設
・
経
済

の
両
部
で
被
害
状
況
等
の
情
報

共
有
を
密
に
し
、
必
要
な
場
合

に
は
連
携
・
協
力
し
た
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
農
林
課
の
施
設

整
備
に
関
す
る
事
務
を
建
設
部

に
移
管
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

【
副
市
長
】

問答 問答

定
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
国
・
県
の
動
き
を
注
視
し
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
い
く
。
専
門
の
職
員
な
ど

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
組
織
の

見
直
し
も
図
り
対
応
し
て
い
く
。

　
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
も
事

業
者
と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

【
市
長
】

渡邉康弘（新政クラブ）

今年７月の豪雨災害 自分が選んだ情報が届くアプリ
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旧
釜
戸
中
学
校
跡
地
の

　
　
　
　
　
　
活
用
状
況
は

　
　
旧
釜
戸
中
学
校
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
地
元
雇
用

の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
雇
用
創
出
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
旧
釜
戸
中
学
校
跡
地
は
令

和
元
年
7
月
に
司
企
業
株
式
会

社
に
売
却
し
、
本
年
9
月
初
旬

か
ら
事
業
所
が
開
設
さ
れ
て
い

る
。
事
業
所
で
は
所
長
以
外
は

新
規
雇
用
を
予
定
し
て
お
り
10

名
程
度
の
雇
用
創
出
見
込
み
で

あ
る
。

　
事
業
所
の
開
設
に
当
た
っ
て

は
地
域
及
び
企
業
側
か
ら
信
号

機
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
た

が
、
設
置
で
き
な
い
と
警
察
の

判
断
が
あ
っ
た
。

【
経
済
部
長
】

　
　
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基

づ
い
て
意
向
調
査
を
行
う
モ
デ

ル
地
区
は
ど
こ
か
。

　
　
対
象
と
な
る
森
林
は
①
私

有
林
②
人
工
林
③
森
林
経
営
計

画
が
樹
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

④
過
去
に
間
伐
を
行
っ
て
い
な

い
こ
と
、
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
森
林
で
、
こ
れ
ら
の
条
件

で
抽
出
す
る
と
、
本
市
に
は
約

　
　
中
心
都
市
の
空
洞
化
を
防

ぐ
対
策
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
現
在
策
定
中
の
立
地
適
正

化
計
画
に
基
づ
い
て
、
持
続
可

能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

　
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
の
瑞

浪
駅
周
辺
再
開
発
事
業
、
居
住

誘
導
区
域
内
の
生
活
環
境
向
上

の
た
め
の
道
路
・
公
園
の
整
備

等
を
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
取
り
組
む
。
ま
た
適
切

に
立
地
を
誘
導
す
る
た
め
、
届

け
出
制
度
を
設
け
、
居
住
誘
導

区
域
外
に
お
け
る
一
定
規
模
以

上
の
住
宅
開
発
等
や
、
都
市
機

能
誘
導
区
域
外
の
施
設
の
整
備

の
動
き
を
把
握
し
て
事
業
者
に

問答 問答

　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、

観
光
案
内
、
地
域
課
題
の
解
消
、

緊
急
情
報
の
発
信
な
ど
様
々
な

状
況
に
利
用
で
き
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、
各
種
メ
ル

マ
ガ
及
び
S
N
S
な
ど
、
住
民

が
必
要
と
す
る
全
て
の
情
報
を

1
つ
に
ま
と
め
、
利
用
者
が
希

望
す
る
情
報
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
住
民
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
や
情
報
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ

を
導
入
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
住
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

役
割
を
担
う
と
考
え
る
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
加
え
、

利
用
者
に
分
か
り
や
す
い
情
報

切
れ
目
な
い
高
齢
者
支
援
の
実
現

新
し
い
時
代
の
情
報
提
供

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進

森
林
経
営
管
理
制
度
モ
デ
ル
地
区

　
　
高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な

課
題
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か

な
支
援
を
継
続
的
に
実
施
す
る

た
め
に
は
、
介
護
保
険
の
地
域

支
援
事
業
と
国
民
健
康
保
険
の

保
健
事
業
の
一
体
的
な
実
施
に

向
け
て
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。

　
令
和
３
年
４
月
の
実
施
に
向

け
て
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
等
を
い
か
に
活
用
し
て
事

業
を
進
め
て
い
く
予
定
か
。

　
　
被
保
険
者
ご
と
の
医
療
レ

セ
プ
ト
、
介
護
レ
セ
プ
ト
及
び

健
診
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
て
、

医
療
・
介
護
双
方
の
視
点
か
ら

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
生

活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
、
通

い
の
場
（
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

の
場
・
集
い
）
に
お
け
る
フ
レ

イ
ル
（
心
身
の
虚
弱
状
態
）
予

防
な
ど
に
繋
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
他
の
市
町
村
の
統
計

情
報
デ
ー
タ
と
比
較
・
分
析
す

る
こ
と
で
、
瑞
浪
市
の
特
性
を

明
ら
か
に
し
て
事
業
計
画
に
役

立
て
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

計
画
の
主
旨
や
方
針
の
説
明
を

行
う
。

　
中
心
市
街
地
で
の
人
口
密
度

を
あ
る
程
度
維
持
し
な
が
ら
、

公
共
交
通
の
維
持
や
幹
線
道
路

の
整
備
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
暮

ら
し
も
維
持
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
段
階
的
に
目
指
し
て
い
く
。

【
建
設
部
長
】

地域を繋ぐコミュニティバス

２
，
０
０
０
ha
の
対
象
森
林
が

存
在
す
る
。
今
年
度
は
、
対
象

森
林
の
う
ち
、
地
籍
調
査
が
既

に
完
了
し
て
お
り
、
境
界
の
確

認
が
容
易
で
、
か
つ
ま
と
ま
っ

て
い
る
日
吉
町
田
高
戸
地
区

（
約
１
０
０
筆
・
約
４
０
ha
）

を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
意
向
調

査
を
行
う
。

【
経
済
部
長
】

辻　正之（新政クラブ） 山下千尋（新政クラブ）

熊谷 隆男（新政クラブ）

問答 問答

発
信
ツ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
支
援

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第

2
波
の
収
ま
り
な
ど
を
受
け
て
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
等
の
規
制
緩
和

が
進
ん
で
い
る
が
、
個
人
消
費

の
回
復
は
未
だ
低
調
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
と
の
長
期
戦
に
向
け
た

事
業
者
支
援
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
か
。

　
　
感
染
症
拡
大
防
止
に
取
り

組
む
事
業
者
を
金
銭
的
に
支
援

す
る
ほ
か
、
対
策
を
講
じ
て
い

る
事
業
所
名
を
広
く
市
民
に
周

知
し
、
安
心
で
き
る
店
舗
利
用

を
促
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
旅
館
、
宿
泊
業
を
営

む
事
業
者
に
対
し
て
は
、
国
の

「
観
光
戦
略
実
行
推
進
会
議
」

で
も
提
言
さ
れ
て
い
る
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
つ
い
て
、

今
後
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が

ら
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。
窯
業
界
に
対
し
て
は
、
窯

業
技
術
研
究
所
の
手
数
料
を
半

額
に
減
免
し
研
究
開
発
を
後
押

し
す
る
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

　
　
国
で
デ
ジ
タ
ル
庁
が
設
置

さ
れ
る
が
、
本
市
も
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
の
た
め

の
組
織
見
直
し
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
国
に
お
い
て
、
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
、
国
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
一
元
的
に
担
う

「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
の
設
置
を
予

防
災
対
応
と
し
て

 

農
林
課
施
設
整
備
業
務
を
建
設
部
へ

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
に
合
わ
せ
て

　
　
　 

本
市
も
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を

　
　
豪
雨
災
害
等
の
対
応
を
的

確
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
即

応
す
る
た
め
に
、
経
済
部
農
林

課
の
施
設
整
備
に
関
す
る
業
務

を
建
設
部
に
移
管
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
農
林
課
の
事
務
分
掌
の
う

ち
、
ほ
場
整
備
、
た
め
池
・
用

水
路
の
整
備
、
施
設
の
長
寿
命

化
な
ど
の
施
設
整
備
に
関
す
る

業
務
は
、
担
い
手
の
育
成
と

い
っ
た
農
林
畜
産
業
の
振
興
と

密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
よ
う

な
災
害
時
に
は
、
建
設
・
経
済

の
両
部
で
被
害
状
況
等
の
情
報

共
有
を
密
に
し
、
必
要
な
場
合

に
は
連
携
・
協
力
し
た
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
農
林
課
の
施
設

整
備
に
関
す
る
事
務
を
建
設
部

に
移
管
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

【
副
市
長
】

問答 問答

定
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
国
・
県
の
動
き
を
注
視
し
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
い
く
。
専
門
の
職
員
な
ど

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
組
織
の

見
直
し
も
図
り
対
応
し
て
い
く
。

　
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
も
事

業
者
と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

【
市
長
】

渡邉康弘（新政クラブ）

今年７月の豪雨災害 自分が選んだ情報が届くアプリ
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コ
ロ
ナ
禍
対
応
策
と
し
て

民
間
か
ら
の
発
想
に
よ
る
み
ず

な
み
W
E
B
陶
器
ま
つ
り
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
出
店
数
は
事
業
所
15
社
、

作
家
6
名
の
合
計
21
店
で
実
施

期
間
は
11
月
1
日
か
ら
30
日
ま

で
で
あ
る
。
予
算
面
で
は
本
市

の
交
付
金
に
加
え
、
岐
阜
県
地

域
消
費
喚
起
事
業
費
補
助
金
も

活
用
す
る
。
実
行
委
員
会
の
様

子
や
W
E
B
サ
イ
ト
作
成
に
お

け
る
準
備
段
階
か
ら
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

こ
の
新
た
な
試
み
を
市
内
外
に

広
く
P
R
す
る
た
め
の
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
本
市
の
予
算
は
当
初
予
算

額
1
5
5
億
円
に
対
し
2
2
1

億
円
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
今
後

の
財
政
見
通
し
は
心
配
な
い
か
。

　
　
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
支
出
は
57
事
業
、
総

額
50
億
1
，
5
7
6
万
円
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
財
源
は
特
別
定

額
給
付
事
業
費
補
助
金
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
、
そ
の
他
国

県
補
助
金
等
で
瑞
浪
市
の
負
担

は
一
般
財
源
3
億
9
，
0
1
0

万
７
千
円
と
市
債
1
億
2
8
0

　
　
返
礼
品
の
開
拓
や
P
R
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
に
向

け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
返
礼
品
の
開
拓
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
み
ず
な
み
で

事
業
者
の
募
集
を
し
た
ほ
か
、

担
当
者
が
市
内
の
事
業
者
を
直

接
訪
問
し
、
新
た
な
返
礼
品
の

開
拓
に
取
り
組
ん
だ
。

　
昨
年
度
は
68
品
、
今
年
度
は

７
月
時
点
で
56
品
を
新
規
登
録

し
た
。
返
礼
品
の
中
に
は
市
を

直
接
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
市
の

魅
力
を
実
感
で
き
る
品
も
用
意

し
て
い
る
。

　
返
礼
品
に
市
の
P
R
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
組

織
や
市
、
返
礼
品
事
業
者
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
等
の
各
種
資
料
を

送
付
し
、
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
増
加
に
繋
げ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

通学路の草刈活動

問答 問答

　
　
市
役
所
窓
口
で
の
支
払
い

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
で
き

な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
現
在
、
市
税
、

保
険
料
、
水
道
料
金
等
の
納
付

に
関
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ

る
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

各
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　
市
役
所
窓
口
に
お
け
る
住
民

票
、
税
証
明
等
の
交
付
手
数
料

に
関
し
て
は
、
年
度
内
に
導
入

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
対
応
す
る

こ
と
は
重
点
政
策
の
一
つ
に
位

市
内
全
域
の
光
回
線
整
備
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
感
染
予
防

本
市
の
財
政
は
ど
う
な
る
か

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
　
陶
器
ま
つ
り

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

関
連
事
業
と
の
連
携
、
さ
ら
に

は
児
童
・
生
徒
、
学
生
や
教
員

の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

が
急
務
と
考
え
る
が
、
進
捗
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
携
帯
電
話
の
高
速
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
部

を
除
き
ほ
ぼ
全
域
に
提
供
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
光
回
線
に

関
し
て
は
、
未
だ
届
い
て
い
な

い
地
域
が
残
っ
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
な
ど

教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
大
変
重
要
で
あ
る
。

　
光
回
線
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
初
期
投
資
費
用
や
維
持
管

理
経
費
な
ど
を
勘
案
し
、
国
や

県
の
支
援
も
確
認
し
た
う
え
で

民
間
と
協
議
し
、
整
備
に
向
け

た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

万
円
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
経
費
は
国
県
支
出
金
を
活
用

し
不
足
分
を
財
政
調
整
基
金
や
、

と
り
や
め
た
事
業
費
で
補
う
た

め
、
実
質
的
な
赤
字
は
発
生
し

な
い
。
財
政
状
態
は
健
全
な
基

準
の
範
囲
内
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
は
企
業
収
益
や
消
費
の

落
ち
込
み
か
ら
税
収
入
の
減
少

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

【
経
済
部
長
】

加藤輔之（新政クラブ） 柴田幸一郎（創政みずなみ）

柴田増三（創政みずなみ）

問答 問答

置
付
け
て
お
り
、
今
後
も
国・県
、

他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し
、

導
入
に
向
け
て
研
究
・
検
討
を

進
め
る
。

【
総
務
部
長
】

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
が

ん
ば
ろ
う
瑞
浪
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

大
作
戦
」、「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
花

火
」、「
通
学
路
の
草
刈
活
動
」

な
ど
の
市
民
活
動
に
対
す
る
思

い
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
市
民

に
元
気
と
勇
気
・
感
動
を
与
え

る
も
の
で
、
実
施
さ
れ
た
方
々

に
は
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
。

　
本
市
は
、
平
成
27
年
に
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定

し
、
市
民
主
体
の
「
協
働
」
を

進
め
て
い
る
。
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

市
民
活
動
の
支
援
制
度
の
拡
充

河
川
改
修
に
頼
ら
な
い
治
水
対
策

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
活
動
と
協
働

　
　
全
国
的
に
甚
大
な
浸
水
被

害
が
起
き
て
い
る
が
、
本
市
に

お
け
る
河
川
改
修
だ
け
に
頼
ら

な
い
治
水
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
7
月
豪
雨
で
は
、
国
道
19

号
の
擁
壁
崩
壊
や
大
湫
町
の
大

杉
の
倒
木
等
の
災
害
が
あ
り
、

治
水
対
策
は
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
流
下
能
力
を
向

上
さ
せ
る
河
川
改
修
に
よ
る

「
ハ
ー
ド
対
策
」
に
は
、
多
く

の
時
間
と
費
用
が
か
か
る
た
め
、

リ
ス
ク
情
報
の
発
信
に
よ
る

「
ソ
フ
ト
対
策
」
を
あ
わ
せ
て

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
県
は
、
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、

土
岐
川
を
対
象
に
し
た
「
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
」
や
、
そ
の

他
の
一
級
河
川
や
市
内
の
10
河

川
に
つ
い
て
「
水
害
危
険
情
報

図
」
を
公
表
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
市
内
10
箇
所
の
雨

量
情
報
と
4
箇
所
の
河
川
監
視

カ
メ
ラ
の
映
像
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
市
民
が
容
易
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
建
設
部
長
】

問答 問答

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
市
民
の
力
」、

「
地
域
の
絆
」
が
発
揮
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
幸
せ

実
感
都
市
み
ず
な
み
　
共
に
暮

ら
し
共
に
育
ち
　
共
に
創
る
」

の
実
現
に
向
け
市
民
と
協
働
で

進
め
て
い
き
た
い
。　  【
市
長
】

　
　
県
下
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
の
動
向
と
本
市
に
お
け
る
課

題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
令
和
２
年
８
月
現
在
、
県

下
42
市
町
村
中
、
税
、
保
険
料

の
支
払
い
に
つ
い
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
用
い
た
バ
ー

コ
ー
ド
読
み
取
り
等
に
よ
る
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
る

団
体
は
24
団
体
、
窓
口
で
の
証

明
交
付
手
数
料
に
つ
い
て
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ

ネ
ー
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
等
の
決
済
を
導
入
し
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域
活
性
化

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
導
入
へ
向
け
て

問答 問答

団
体
は
大
垣
市
、
恵
那
市
の
２

団
体
で
あ
る
。
本
市
も
令
和
３

年
度
か
ら
市
税
、
保
険
料
等
の

支
払
い
に
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
決
済
方
法
の

選
定
や
決
済
用
端
末
の
購
入
、

カ
ー
ド
情
報
等
の
や
り
取
り
を

す
る
専
用
ネ
ッ
ト
回
線
の
契
約
、

決
済
手
数
料
に
関
す
る
契
約
等
、

窓
口
で
の
支
払
い
に
関
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
は
課
題

が
あ
る
。

【
総
務
部
長
】

榛葉利広（公明党）

PRパンフレット

スマホで安全に決済

WEB陶器まつり自主撮影講座
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コ
ロ
ナ
禍
対
応
策
と
し
て

民
間
か
ら
の
発
想
に
よ
る
み
ず

な
み
W
E
B
陶
器
ま
つ
り
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
出
店
数
は
事
業
所
15
社
、

作
家
6
名
の
合
計
21
店
で
実
施

期
間
は
11
月
1
日
か
ら
30
日
ま

で
で
あ
る
。
予
算
面
で
は
本
市

の
交
付
金
に
加
え
、
岐
阜
県
地

域
消
費
喚
起
事
業
費
補
助
金
も

活
用
す
る
。
実
行
委
員
会
の
様

子
や
W
E
B
サ
イ
ト
作
成
に
お

け
る
準
備
段
階
か
ら
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

こ
の
新
た
な
試
み
を
市
内
外
に

広
く
P
R
す
る
た
め
の
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
本
市
の
予
算
は
当
初
予
算

額
1
5
5
億
円
に
対
し
2
2
1

億
円
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
今
後

の
財
政
見
通
し
は
心
配
な
い
か
。

　
　
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
支
出
は
57
事
業
、
総

額
50
億
1
，
5
7
6
万
円
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
財
源
は
特
別
定

額
給
付
事
業
費
補
助
金
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
、
そ
の
他
国

県
補
助
金
等
で
瑞
浪
市
の
負
担

は
一
般
財
源
3
億
9
，
0
1
0

万
７
千
円
と
市
債
1
億
2
8
0

　
　
返
礼
品
の
開
拓
や
P
R
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
に
向

け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
返
礼
品
の
開
拓
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
み
ず
な
み
で

事
業
者
の
募
集
を
し
た
ほ
か
、

担
当
者
が
市
内
の
事
業
者
を
直

接
訪
問
し
、
新
た
な
返
礼
品
の

開
拓
に
取
り
組
ん
だ
。

　
昨
年
度
は
68
品
、
今
年
度
は

７
月
時
点
で
56
品
を
新
規
登
録

し
た
。
返
礼
品
の
中
に
は
市
を

直
接
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
市
の

魅
力
を
実
感
で
き
る
品
も
用
意

し
て
い
る
。

　
返
礼
品
に
市
の
P
R
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
組

織
や
市
、
返
礼
品
事
業
者
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
等
の
各
種
資
料
を

送
付
し
、
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
増
加
に
繋
げ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

通学路の草刈活動

問答 問答

　
　
市
役
所
窓
口
で
の
支
払
い

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
で
き

な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
現
在
、
市
税
、

保
険
料
、
水
道
料
金
等
の
納
付

に
関
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ

る
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

各
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　
市
役
所
窓
口
に
お
け
る
住
民

票
、
税
証
明
等
の
交
付
手
数
料

に
関
し
て
は
、
年
度
内
に
導
入

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
対
応
す
る

こ
と
は
重
点
政
策
の
一
つ
に
位

市
内
全
域
の
光
回
線
整
備
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
感
染
予
防

本
市
の
財
政
は
ど
う
な
る
か

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
　
陶
器
ま
つ
り

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

関
連
事
業
と
の
連
携
、
さ
ら
に

は
児
童
・
生
徒
、
学
生
や
教
員

の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

が
急
務
と
考
え
る
が
、
進
捗
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
携
帯
電
話
の
高
速
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
部

を
除
き
ほ
ぼ
全
域
に
提
供
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
光
回
線
に

関
し
て
は
、
未
だ
届
い
て
い
な

い
地
域
が
残
っ
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
な
ど

教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
大
変
重
要
で
あ
る
。

　
光
回
線
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
初
期
投
資
費
用
や
維
持
管

理
経
費
な
ど
を
勘
案
し
、
国
や

県
の
支
援
も
確
認
し
た
う
え
で

民
間
と
協
議
し
、
整
備
に
向
け

た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

万
円
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
経
費
は
国
県
支
出
金
を
活
用

し
不
足
分
を
財
政
調
整
基
金
や
、

と
り
や
め
た
事
業
費
で
補
う
た

め
、
実
質
的
な
赤
字
は
発
生
し

な
い
。
財
政
状
態
は
健
全
な
基

準
の
範
囲
内
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
は
企
業
収
益
や
消
費
の

落
ち
込
み
か
ら
税
収
入
の
減
少

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

【
総
務
部
長
】

【
経
済
部
長
】

加藤輔之（新政クラブ） 柴田幸一郎（創政みずなみ）

柴田増三（創政みずなみ）

問答 問答

置
付
け
て
お
り
、
今
後
も
国・県
、

他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し
、

導
入
に
向
け
て
研
究
・
検
討
を

進
め
る
。

【
総
務
部
長
】

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
が

ん
ば
ろ
う
瑞
浪
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

大
作
戦
」、「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
花

火
」、「
通
学
路
の
草
刈
活
動
」

な
ど
の
市
民
活
動
に
対
す
る
思

い
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
市
民

に
元
気
と
勇
気
・
感
動
を
与
え

る
も
の
で
、
実
施
さ
れ
た
方
々

に
は
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
。

　
本
市
は
、
平
成
27
年
に
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定

し
、
市
民
主
体
の
「
協
働
」
を

進
め
て
い
る
。
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

市
民
活
動
の
支
援
制
度
の
拡
充

河
川
改
修
に
頼
ら
な
い
治
水
対
策

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
活
動
と
協
働

　
　
全
国
的
に
甚
大
な
浸
水
被

害
が
起
き
て
い
る
が
、
本
市
に

お
け
る
河
川
改
修
だ
け
に
頼
ら

な
い
治
水
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
7
月
豪
雨
で
は
、
国
道
19

号
の
擁
壁
崩
壊
や
大
湫
町
の
大

杉
の
倒
木
等
の
災
害
が
あ
り
、

治
水
対
策
は
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
流
下
能
力
を
向

上
さ
せ
る
河
川
改
修
に
よ
る

「
ハ
ー
ド
対
策
」
に
は
、
多
く

の
時
間
と
費
用
が
か
か
る
た
め
、

リ
ス
ク
情
報
の
発
信
に
よ
る

「
ソ
フ
ト
対
策
」
を
あ
わ
せ
て

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
県
は
、
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、

土
岐
川
を
対
象
に
し
た
「
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
」
や
、
そ
の

他
の
一
級
河
川
や
市
内
の
10
河

川
に
つ
い
て
「
水
害
危
険
情
報

図
」
を
公
表
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
市
内
10
箇
所
の
雨

量
情
報
と
4
箇
所
の
河
川
監
視

カ
メ
ラ
の
映
像
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
市
民
が
容
易
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
建
設
部
長
】

問答 問答

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
市
民
の
力
」、

「
地
域
の
絆
」
が
発
揮
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
幸
せ

実
感
都
市
み
ず
な
み
　
共
に
暮

ら
し
共
に
育
ち
　
共
に
創
る
」

の
実
現
に
向
け
市
民
と
協
働
で

進
め
て
い
き
た
い
。　  【
市
長
】

　
　
県
下
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
の
動
向
と
本
市
に
お
け
る
課

題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
令
和
２
年
８
月
現
在
、
県

下
42
市
町
村
中
、
税
、
保
険
料

の
支
払
い
に
つ
い
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
用
い
た
バ
ー

コ
ー
ド
読
み
取
り
等
に
よ
る
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
る

団
体
は
24
団
体
、
窓
口
で
の
証

明
交
付
手
数
料
に
つ
い
て
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ

ネ
ー
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
等
の
決
済
を
導
入
し
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域
活
性
化

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
導
入
へ
向
け
て

問答 問答

団
体
は
大
垣
市
、
恵
那
市
の
２

団
体
で
あ
る
。
本
市
も
令
和
３

年
度
か
ら
市
税
、
保
険
料
等
の

支
払
い
に
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
決
済
方
法
の

選
定
や
決
済
用
端
末
の
購
入
、

カ
ー
ド
情
報
等
の
や
り
取
り
を

す
る
専
用
ネ
ッ
ト
回
線
の
契
約
、

決
済
手
数
料
に
関
す
る
契
約
等
、

窓
口
で
の
支
払
い
に
関
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
は
課
題

が
あ
る
。

【
総
務
部
長
】

榛葉利広（公明党）

PRパンフレット

スマホで安全に決済

WEB陶器まつり自主撮影講座
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観
光
産
業
を
強
化
す
べ
く

法
人
化
を
目
指
し
て
い
る
観
光

協
会
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
ど

の
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
観
光
産
業
は
す
そ
野
が
広

い
産
業
で
あ
り
、
市
の
顔
と
な

る
情
報
発
信
の
機
能
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
。
観
光
協
会
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
、
補
助
金

な
ど
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
分
野
が
連
携
し

て
観
光
事
業
を
行
え
る
組
織
作

り
と
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
継
続
的
に
活
動
す
る
た
め
の

財
源
基
盤
の
強
化
を
目
的
に
法

人
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
組
織
強
化
を
図

　
　
観
光
協
会
の
法
人
化
は
、

財
源
基
盤
強
化
や
広
域
観
光
を

進
め
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な

取
り
組
み
だ
と
考
え
る
が
、
そ

の
課
題
と
今
後
の
見
通
し
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
直
面
す
る
課
題
は
、
法
人

化
を
前
提
と
し
た
組
織
体
制
の

確
立
で
あ
る
。
特
に
事
務
局
の

確
立
が
必
須
で
あ
る
。
財
源
に

つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
総
合
的
な

見
直
し
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
法
人
化
当
初
は
行
政

が
従
前
に
担
っ
て
い
た
観
光
に

関
す
る
事
業
を
受
託
す
る
こ
と

で
確
保
す
る
。

　
今
年
度
予
定
し
て
い
た
法
人

化
に
つ
い
て
は
翌
年
度
以
降
に

持
ち
越
し
と
な
っ
た
が
、
引
き

続
き
体
制
強
化
に
力
を
注
い
で

い
く
。

【
経
済
部
長
】

　
　
本
市
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル

と
し
て
広
報
み
ず
な
み
、
防
災

行
政
無
線
、
防
災
ラ
ジ
オ
、
絆

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

公
式
L
I
N
E
な
ど
様
々
な
手

法
が
あ
る
。
発
信
方
法
の
多
様

化
か
ら
、
広
報
み
ず
な
み
も
自

治
会
役
員
の
配
布
の
手
間
な
ど

を
鑑
み
、
月
に
１
回
の
配
布
に

変
更
し
て
は
ど
う
か
。

　
　「
広
報
み
ず
な
み
」
は
昨
今
、

配
布
に
関
わ
る
自
治
会
役
員
の

負
担
が
大
き
い
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。
紙
媒
体
の
広
報
以
外
に

も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ル
マ

ガ
、
公
式
L
I
N
E
の
活
用
、

各
種
ア
プ
リ
の
導
入
で
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報
発
信
が

組
織
再
編
で
負
担
軽
減
を

広
報
み
ず
な
み
は
月
一
回
に

　
　
第
6
次
総
合
計
画
策
定
か

ら
7
年
目
を
迎
え
、
取
り
組
む

べ
き
課
題
が
増
加
し
、
本
市
の

組
織
再
編
が
必
要
と
考
え
る
。

特
に
、
生
涯
学
習
の
所
管
は
市

長
部
局
に
移
す
必
要
は
な
い
か
。

加
え
て
職
員
一
人
当
た
り
の
時

間
外
勤
務
時
間
は
平
成
29
年
度

の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
3
4
．
9

時
間
と
な
り
、
市
の
目
標
で
あ

る
90
時
間
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
と
良
い
と
考
え
る
が
、

可
能
な
施
設
は
あ
る
か
。

　
　
生
涯
学
習
の
所
管
に
つ
い

て
は
第
７
次
総
合
計
画
策
定
に

向
け
検
討
を
行
う
。
行
政
改
革

大
綱
で
は
、
体
育
施
設
と
文
化

施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
施

設
の
統
合
や
大
規
模
改
修
に
合

わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

問答 問

答可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
令

和
3
年
度
か
ら
広
報
の
発
行
を

月
2
回
か
ら
月
1
回
に
変
更
す

る
。

【
市
長
】

観
光
協
会
の
法
人
化
の
現
状
は

観
光
協
会
法
人
化
の
見
通
し
は

問答 問答

瑞浪市公式LINE

瑞浪の地歌舞伎

棚町　潤（創政みずなみ）

樋田翔太（創政みずなみ）

　
９
月
定
例
会
は
、
従
来
の
決
算
審
査

や
事
業
評
価
だ
け
で
な
く
、
７
月
の
豪

雨
災
害
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
、
東
濃
中
部
の
医
療
提
供

体
制
の
整
備
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す

る
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
瑞
浪
市
に
と
っ
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
東
濃
中
部

の
医
療
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
議
会
が
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
把
握
し
、
代
弁
者
と
し
て
行
政
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
か
ら
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
集
会
型
の
議
会
報
告
会
を
中
止

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
と

し
て
「
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
き
、

行
政
に
伝
え
る
機
会
を
絶
や
し
て
は
な

ら
な
い
。
」
と
い
う
思
い
か
ら
代
替
方

法
を
検
討
し
、
紙
面
報
告
会
の
開
催
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
紙
面
報
告
会
や
「
議
会
ち
ゃ
ん
ね

る
。
」
が
、
皆
さ
ま
と
議
会
と
の
接
点

と
な
り
、
皆
さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
議

会
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
　
渡
邉
康
弘

12
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
11
月
26
日（
木
）〜
12
月
21
日（
月
）

◆
市
政一般
質
問

　
12
月
16
日（
水
）９
時
〜

　
12
月
17
日（
木
）９
時
〜

９月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）
奥
村
一
仁

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯-◯◯◯●◯

山
下
千
尋

棚
町
　潤

柴
田
幸
一
郎

三
輪
田
幸
泰

辻
　正
之

樋
田
翔
太

渡
邉
康
弘

大
久
保
京
子

小
木
曽
光
佐
子

成
瀬
徳
夫

榛
葉
利
広

熊
谷
隆
男

加
藤
輔
之

舘
林
辰
郎

柴
田
増
三

可決総務民
生文教

付託先議案名

瑞浪市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

議長(成瀬徳夫議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

議第
70号条例

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯-◯◯◯●◯可決総務民
生文教

瑞浪市市長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例の制定について

議第
71号

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯-◯◯◯●◯可決総務民
生文教

土岐市及び瑞浪市医療提供体制審議会の共同
設置について

議第
79号その他

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯-◯◯◯●◯可決予算
決算令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第９号）議第

85号予算

●●●●●●●●●●-●●●◯●不採択総務民
生文教東濃厚生病院の存続と充実を求める請願書請願

第2号請願

議案
番号

採決
結果案件

９月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

※議第83号及び議第91号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号

案　件 議案番号

議　案　名

発　　　　議

採決結果付託先

承認省略

採決結果付託先
可決総務民生文教

承第 10 号 専決処分の承認について（令和２年度専第８号　令和２年度瑞浪市一般会計補正
予算（第７号））

可決総務民生文教議第 69 号 瑞浪市職員特殊手当支給条例の一部を改正する条例の制定について
可決総務民生文教議第 72 号 瑞浪市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について

可決総務民生文教議第 73 号 瑞浪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

可決総務民生文教議第 74 号 瑞浪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

可決総務民生文教議第 75 号 瑞浪市地球回廊の設置及び管理に関する条例を廃止する等の条例の制定について
可決省略議第 76 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
同意省略議第 77 号 瑞浪市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
同意省略議第 78 号 瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて
可決経 済 建 設議第 80 号 市道路線の変更について
可決経 済 建 設議第 81 号 市道路線の認定について
可決経 済 建 設議第 82 号 市道路線の認定について
可決総務民生文教議第 83 号 財産の取得について【教育用タブレットパソコンの購入】
可決総務民生文教議第 91 号 訴訟上の和解について【差押債権取立訴訟控訴事件】
可決予 算 決 算議第 84 号 令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第８号）
可決予 算 決 算議第 86 号 令和２年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
可決予 算 決 算議第 87 号 令和２年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
可決予 算 決 算議第 88 号 令和２年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
可決予 算 決 算議第 89 号 令和２年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第１号）
可決予 算 決 算議第 90 号 令和２年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第１号）
認定予 算 決 算認第 1 号 令和元年度瑞浪市一般会計決算の認定について
認定予 算 決 算認第 2 号 令和元年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計決算の認定について
認定予 算 決 算認第 3 号 令和元年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計決算の認定について
認定予 算 決 算認第 4 号 令和元年度瑞浪市介護保険事業特別会計決算の認定について
認定予 算 決 算認第 5 号 令和元年度瑞浪市介護サービス事業特別会計決算の認定について
認定予 算 決 算認第 6 号 令和元年度瑞浪市駐車場事業特別会計決算の認定について
認定予 算 決 算認第 7 号 令和元年度瑞浪市水道事業会計決算の認定について
認定予 算 決 算認第 8 号 令和元年度瑞浪市下水道事業会計決算の認定について

可決経 済 建 設発議第 3 号 防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策事業の期間延長を求める意見書
の提出について

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書の提出について

承　認

人　事

条　例

その他

予　算

意見書
発議第 2 号

る
た
め
役
員
体
制
の
刷
新
を
念

頭
に
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
を
行
っ

た
が
不
調
と
な
っ
た
た
め
、
法

人
化
を
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
し

た
。
そ
こ
で
本
年
７
月
か
ら
観

光
協
会
会
長
に
市
長
が
就
任
し
、

市
商
工
課
が
事
務
局
を
担
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
法
人
化
が
成

さ
れ
る
ま
で
の
暫
定
的
な
も
の

で
あ
る
。

【
経
済
部
長
】

1213

市政一般質問議決結果一覧・編集後記



　
　
観
光
産
業
を
強
化
す
べ
く

法
人
化
を
目
指
し
て
い
る
観
光

協
会
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
ど

の
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
観
光
産
業
は
す
そ
野
が
広

い
産
業
で
あ
り
、
市
の
顔
と
な

る
情
報
発
信
の
機
能
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
。
観
光
協
会
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
、
補
助
金

な
ど
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
分
野
が
連
携
し

て
観
光
事
業
を
行
え
る
組
織
作

り
と
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
継
続
的
に
活
動
す
る
た
め
の

財
源
基
盤
の
強
化
を
目
的
に
法

人
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
組
織
強
化
を
図

　
　
観
光
協
会
の
法
人
化
は
、

財
源
基
盤
強
化
や
広
域
観
光
を

進
め
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な

取
り
組
み
だ
と
考
え
る
が
、
そ

の
課
題
と
今
後
の
見
通
し
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
直
面
す
る
課
題
は
、
法
人

化
を
前
提
と
し
た
組
織
体
制
の

確
立
で
あ
る
。
特
に
事
務
局
の

確
立
が
必
須
で
あ
る
。
財
源
に

つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
総
合
的
な

見
直
し
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
法
人
化
当
初
は
行
政

が
従
前
に
担
っ
て
い
た
観
光
に

関
す
る
事
業
を
受
託
す
る
こ
と

で
確
保
す
る
。

　
今
年
度
予
定
し
て
い
た
法
人

化
に
つ
い
て
は
翌
年
度
以
降
に

持
ち
越
し
と
な
っ
た
が
、
引
き

続
き
体
制
強
化
に
力
を
注
い
で

い
く
。

【
経
済
部
長
】

　
　
本
市
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル

と
し
て
広
報
み
ず
な
み
、
防
災

行
政
無
線
、
防
災
ラ
ジ
オ
、
絆

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

公
式
L
I
N
E
な
ど
様
々
な
手

法
が
あ
る
。
発
信
方
法
の
多
様

化
か
ら
、
広
報
み
ず
な
み
も
自

治
会
役
員
の
配
布
の
手
間
な
ど

を
鑑
み
、
月
に
１
回
の
配
布
に

変
更
し
て
は
ど
う
か
。

　
　「
広
報
み
ず
な
み
」
は
昨
今
、

配
布
に
関
わ
る
自
治
会
役
員
の

負
担
が
大
き
い
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。
紙
媒
体
の
広
報
以
外
に

も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ル
マ

ガ
、
公
式
L
I
N
E
の
活
用
、

各
種
ア
プ
リ
の
導
入
で
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報
発
信
が

組
織
再
編
で
負
担
軽
減
を

広
報
み
ず
な
み
は
月
一
回
に

　
　
第
6
次
総
合
計
画
策
定
か

ら
7
年
目
を
迎
え
、
取
り
組
む

べ
き
課
題
が
増
加
し
、
本
市
の

組
織
再
編
が
必
要
と
考
え
る
。

特
に
、
生
涯
学
習
の
所
管
は
市

長
部
局
に
移
す
必
要
は
な
い
か
。

加
え
て
職
員
一
人
当
た
り
の
時

間
外
勤
務
時
間
は
平
成
29
年
度

の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
3
4
．
9

時
間
と
な
り
、
市
の
目
標
で
あ

る
90
時
間
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
と
良
い
と
考
え
る
が
、

可
能
な
施
設
は
あ
る
か
。

　
　
生
涯
学
習
の
所
管
に
つ
い

て
は
第
７
次
総
合
計
画
策
定
に

向
け
検
討
を
行
う
。
行
政
改
革

大
綱
で
は
、
体
育
施
設
と
文
化

施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
施

設
の
統
合
や
大
規
模
改
修
に
合

わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

問答 問

答可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
令

和
3
年
度
か
ら
広
報
の
発
行
を

月
2
回
か
ら
月
1
回
に
変
更
す

る
。

【
市
長
】

観
光
協
会
の
法
人
化
の
現
状
は

観
光
協
会
法
人
化
の
見
通
し
は

問答 問答

瑞浪市公式LINE

瑞浪の地歌舞伎

棚町　潤（創政みずなみ）

樋田翔太（創政みずなみ）

　
９
月
定
例
会
は
、
従
来
の
決
算
審
査

や
事
業
評
価
だ
け
で
な
く
、
７
月
の
豪

雨
災
害
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
、
東
濃
中
部
の
医
療
提
供

体
制
の
整
備
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す

る
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
瑞
浪
市
に
と
っ
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
東
濃
中
部

の
医
療
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
議
会
が
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
把
握
し
、
代
弁
者
と
し
て
行
政
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
か
ら
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
集
会
型
の
議
会
報
告
会
を
中
止

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
と

し
て
「
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
き
、

行
政
に
伝
え
る
機
会
を
絶
や
し
て
は
な

ら
な
い
。
」
と
い
う
思
い
か
ら
代
替
方

法
を
検
討
し
、
紙
面
報
告
会
の
開
催
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
紙
面
報
告
会
や
「
議
会
ち
ゃ
ん
ね

る
。
」
が
、
皆
さ
ま
と
議
会
と
の
接
点

と
な
り
、
皆
さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
議

会
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
　
渡
邉
康
弘

12
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
11
月
26
日（
木
）〜
12
月
21
日（
月
）

◆
市
政一般
質
問

　
12
月
16
日（
水
）９
時
〜

　
12
月
17
日（
木
）９
時
〜

９月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）
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一
仁
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三

可決総務民
生文教

付託先議案名

瑞浪市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

議長(成瀬徳夫議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

議第
70号条例

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯-◯◯◯●◯可決総務民
生文教

瑞浪市市長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例の制定について

議第
71号

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯-◯◯◯●◯可決総務民
生文教

土岐市及び瑞浪市医療提供体制審議会の共同
設置について

議第
79号その他

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯-◯◯◯●◯可決予算
決算令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第９号）議第

85号予算

●●●●●●●●●●-●●●◯●不採択総務民
生文教東濃厚生病院の存続と充実を求める請願書請願

第2号請願

議案
番号

採決
結果案件

９月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

※議第83号及び議第91号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号

案　件 議案番号

議　案　名

発　　　　議

採決結果付託先

承認省略

採決結果付託先
可決総務民生文教

承第 10 号 専決処分の承認について（令和２年度専第８号　令和２年度瑞浪市一般会計補正
予算（第７号））

可決総務民生文教議第 69 号 瑞浪市職員特殊手当支給条例の一部を改正する条例の制定について
可決総務民生文教議第 72 号 瑞浪市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について

可決総務民生文教議第 73 号 瑞浪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

可決総務民生文教議第 74 号 瑞浪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

可決総務民生文教議第 75 号 瑞浪市地球回廊の設置及び管理に関する条例を廃止する等の条例の制定について
可決省略議第 76 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
同意省略議第 77 号 瑞浪市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
同意省略議第 78 号 瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて
可決経 済 建 設議第 80 号 市道路線の変更について
可決経 済 建 設議第 81 号 市道路線の認定について
可決経 済 建 設議第 82 号 市道路線の認定について
可決総務民生文教議第 83 号 財産の取得について【教育用タブレットパソコンの購入】
可決総務民生文教議第 91 号 訴訟上の和解について【差押債権取立訴訟控訴事件】
可決予 算 決 算議第 84 号 令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第８号）
可決予 算 決 算議第 86 号 令和２年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
可決予 算 決 算議第 87 号 令和２年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
可決予 算 決 算議第 88 号 令和２年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
可決予 算 決 算議第 89 号 令和２年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第１号）
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ご意見は下記いずれかの
方法でお寄せください!

本紙16ページの意見提出
用紙に意見を書いた上で
切り取りFAXください。

①　FAX

メールにて意見提出。
タイトルは「議会報告意
見応募」とし、左記アド
レスに送信ください。

②　メール

本紙16ページの意見提出
用紙に意見を書いて切り
取り、封筒に入れて投函
ください。あて先は左記
「議会事務局」までお願
いします。

③　郵送

その他、意見提出用紙を
議員に渡す、議会事務局
へお持ちいただく事も可
能です。

④　その他

瑞浪市の新型コロナ対策 　本年度、市議会には新型コロナ対
策としてこれまでにない規模の補正
予算が計上されました。事業の内容
や進め方については慎重に審議を行
い、左記のように予算を可決いたし
ましたが、必要十分な支援策を講じ
られているのか、支援策が市民の皆
さまにきちんと届いているのか、と
いった観点から、コロナ禍における
市の対策について、ご意見やご指摘
をいただきたいと思います。
※意見の提出方法は15ページをご参
照下さい。

新病院建設について 　東濃中部の医療提供体制検討会で
土岐市立総合病院と東濃厚生病院を
再編し、中間地点を基本に新病院を
建設し、両市による公設、厚生連に
よる民営とすることで意見統一が図
られた。
　議会としては将来を見据えた持続
可能な医療提供体制の確保のために
も、より広く市民の皆さまのご意見
を伺い、新病院の建設や今ある病院
の今後について提案していきたいと
考えております。
　新病院建設に望むこと・市内の医
療を取り巻く環境について等、皆さ
まが感じていることについてご意見
をいただきたいと思います。

→総合的な救急医療に対応可能
→設備や診療科の充実
　⇒多様な診療科が近隣地に確保され、
　　複数診療科の同時受診も容易になる。
　⇒医師の研修先としての価値が上がり、
　　医師の安定的な確保につながる。

特別定額給付金給付事業　37億1,000万円 　　全世帯に10万円／人
給付

子ども未来応援金給付事業　2,606万円　特別定額給付金基準日後に
生まれた子に10万円給付　

など

　両テーマに関して、
更に詳しくお知りにな
りたい方は、市議会
ホームページにて、よ
り詳細に報告していま
すのでご覧ください。

新型コロナ対策として
57事業　総額50億1,577万円
　　 の予算措置を講じています。

東濃中部の医療提供体制検討会の結論

東濃厚生病院と土岐市総合病院を統合し、
新病院を建設する

１．市民生活を支える対策

事業者応援券発行事業　1億7,060万円　　　みずなみ応援券を発行
商品券発行事業　2億1,220万円　　 プレミアム付商品券第2弾発行

など

２．事業者を支える対策

小中学校タブレットPC購入事業等　1億5,702万円　
年内に全児童・生徒に対し、１人１台の整備等予定

感染防止対策実施事業者支援事業　3,000万円　事業者の感染防止
対策に補助

など

３．感染予防/教育支援対策

一病院化
すると…

今後の社会変化に耐えうる
医療提供体制の確保へ

建設場所は中間地点を基本とする
設置は両市が、運営はJA岐阜厚生連が行う公設民営に

今後の検討事項

医療資源・人材の集約化

（9月定例会閉会時点）

具体的な建設位置 両市の負担割合 施設整備（導入設備や周辺環境等）

紙面議会報告会を開催します紙面議会報告会を開催します紙面議会報告会を開催します紙面議会報告会を開催します
　毎年開催している議会報告会ですが、今年度は新型コロナウイルス感染症への対応から、集会形
式での開催は行わず、本紙２月１日号の紙面及びホームページ上にて下記の２テーマについて市民
の皆さまと意見交換を行いたいと考えております。

　新型コロナウイルス感染症への対応として、瑞浪市
では多くの施策に予算付けを行い、対策を講じてきま
した。
　予算化した対策をご報告するとともに、市民の皆さ
まからご意見を頂きたいと思います。

　瑞浪市、土岐市、JA岐阜厚生連からなる「東濃中
部の医療提供体制検討会」が、「新病院は両市の中間
地点に建設し、公設民営とする」等の最終報告を行い
ました。
　新病院建設に向けた皆様からのご意見をお寄せくだ
さい。

テーマ１ 瑞浪市の新型コロナ対策

紙面議会報告会の流れ

テーマ２ 新病院建設について

11/1 12/15

※ご意見は全議員が目を通しますが回答する
　ものは一部になります。何卒ご了承ください
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６１９５

瑞浪市上平町１丁目１番地

瑞浪市役所内

＜FAX＞ 0572-68-2043

＜メールアドレス＞
　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp

切手
貼付

＜郵送＞
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ご意見は下記いずれかの
方法でお寄せください!

本紙16ページの意見提出
用紙に意見を書いた上で
切り取りFAXください。
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レスに送信ください。
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本紙16ページの意見提出
用紙に意見を書いて切り
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議員に渡す、議会事務局
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瑞浪市の新型コロナ対策 　本年度、市議会には新型コロナ対
策としてこれまでにない規模の補正
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や進め方については慎重に審議を行
い、左記のように予算を可決いたし
ましたが、必要十分な支援策を講じ
られているのか、支援策が市民の皆
さまにきちんと届いているのか、と
いった観点から、コロナ禍における
市の対策について、ご意見やご指摘
をいただきたいと思います。
※意見の提出方法は15ページをご参
照下さい。

新病院建設について 　東濃中部の医療提供体制検討会で
土岐市立総合病院と東濃厚生病院を
再編し、中間地点を基本に新病院を
建設し、両市による公設、厚生連に
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　議会としては将来を見据えた持続
可能な医療提供体制の確保のために
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の今後について提案していきたいと
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まが感じていることについてご意見
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→総合的な救急医療に対応可能
→設備や診療科の充実
　⇒多様な診療科が近隣地に確保され、
　　複数診療科の同時受診も容易になる。
　⇒医師の研修先としての価値が上がり、
　　医師の安定的な確保につながる。
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給付
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東濃中部の医療提供体制検討会の結論

東濃厚生病院と土岐市総合病院を統合し、
新病院を建設する

１．市民生活を支える対策

事業者応援券発行事業　1億7,060万円　　　みずなみ応援券を発行
商品券発行事業　2億1,220万円　　 プレミアム付商品券第2弾発行

など

２．事業者を支える対策

小中学校タブレットPC購入事業等　1億5,702万円　
年内に全児童・生徒に対し、１人１台の整備等予定

感染防止対策実施事業者支援事業　3,000万円　事業者の感染防止
対策に補助

など

３．感染予防/教育支援対策

一病院化
すると…

今後の社会変化に耐えうる
医療提供体制の確保へ

建設場所は中間地点を基本とする
設置は両市が、運営はJA岐阜厚生連が行う公設民営に

今後の検討事項

医療資源・人材の集約化

（9月定例会閉会時点）

具体的な建設位置 両市の負担割合 施設整備（導入設備や周辺環境等）

紙面議会報告会を開催します紙面議会報告会を開催します紙面議会報告会を開催します紙面議会報告会を開催します
　毎年開催している議会報告会ですが、今年度は新型コロナウイルス感染症への対応から、集会形
式での開催は行わず、本紙２月１日号の紙面及びホームページ上にて下記の２テーマについて市民
の皆さまと意見交換を行いたいと考えております。

　新型コロナウイルス感染症への対応として、瑞浪市
では多くの施策に予算付けを行い、対策を講じてきま
した。
　予算化した対策をご報告するとともに、市民の皆さ
まからご意見を頂きたいと思います。

　瑞浪市、土岐市、JA岐阜厚生連からなる「東濃中
部の医療提供体制検討会」が、「新病院は両市の中間
地点に建設し、公設民営とする」等の最終報告を行い
ました。
　新病院建設に向けた皆様からのご意見をお寄せくだ
さい。
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発行／瑞浪市議会　編集／議会広報広聴委員会
TEL／0572-67-1112　FAX／0572-68-2043
E-mail／gikai@city.mizunami.lg.jp

長い間お疲れさまでした
　平成５年の開館以来、約２８年にわたっておよそ９７万人の来館者に親しまれてきた「地球
回廊」が老朽化などにより、令和３年 3月末をもって閉館することになりました。
　「地球を考える」をテーマに４６億年の地球史を２４０メートルに凝縮した地球回廊。もう
一度ご家族で訪れてみてはいかがでしょう。　　　　　　　　　　　　　　【関連記事：P5】

議会報告に対するご意見をお寄せください。

テーマ１：瑞浪市の新型コロナ対策

テーマ２：新病院建設について

その他「市議会」や「議会ちゃんねる。」に対するご意見があればご記入ください。

※ご意見提出方法は、裏面をご覧ください。

●性別・・・　・男性　　・女性
●年代・・・　・～10代 ・20代 ・30代 ・40代 ・50代 ・60代 ・70代・80代・90代以上
●お住まい（地区）・・・瑞浪 ・土岐 ・稲津 ・釜戸 ・大湫 ・日吉 ・明世 ・陶

14、15ページの説明資料をご覧いただき、意見を書いてください。

（当てはまるところを〇で囲んでください。）

意見応募様式
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